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校外学習に向けて 
 

 79期生の次なる行事、校外学習に向けて取り組みが始まりました。 

 今回のテーマは「フィールドワーク」。学校の中や、PC を使ってだけではできない学びを京都、嵐山

の地で経験してもらおうと思います。 

 人権文化祭のテーマは「ちがいを認め SDGs が叶う世界へ」でした。その時の学びは校外学習へとつ

ながっていきます。校外学習は嵐山×SDGｓ。 

1学期に学んだ国際交流の知識も生かして、実際にインタビュー活動も行います。PC を使って、情

報を書きとることだけが調べ学習ではありません。実際に足を運んでのフィールドワーク学習。たくさ

んの学びになることを期待しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週の予定 

 

日付 行事 持ち物や連絡 

11/6（月） 通常時間割（50分×6） 6限補てん（木4） 朝学：数テスト 

11/7（火） 通常時間割（50分×6） 朝学：国テスト 

11/8（水） 通常時間割（50分×6）   

11/9（木） 通常時間割（50分×6） 
 

11/10（金） 通常時間割（50分×6） 一斉委員会 

安心できるクラス、学年に 
 

 昨日生徒会選挙が行われ、新たな生徒会が動き出しました。会長候補の生徒が演説の中で、「ふわ

ふわことば」があふれるような学校にしたい、ということを言っていました。 

 「ふわふわことば」と「ちくちくことば」。小学校の時に学んだことがあるかもしれません。 

 人の心をあたたかくするような「ふわふわことば」と 

 人の心を傷つけてしまうような「ちくちくことば」。 

どんな言葉が聞こえてくる教室が、誰しもが安心できる 

クラスだといえるでしょうか？ 

 そして、79期生の現状は、どう？ 

 

冗談交じりのように、人にいった「ちくちくことば」。例えば

「死ね」とか「きもい」とか、関係ない人が聞いても心が痛くなるような言葉。 

今、そんな言葉が聞こえてくると、きっとつらい思いをする人が多いと思います。そして、そんな言葉

を使わないようにしようとしている人も多いと思います。 

でももし、それがもっともっと日常になって、いつもいつも聞こえてくるようになったら。。。 

 

本当につらい思いをしている人の気持ちに気づくことが出来るでしょうか？ 

つらい思いをしている人が自分の思いを伝えることが出来るでしょうか？ 

 

いじめ予防の授業の中で「シンキングエラー」という言葉を学びました。79期生のみんなには、

人を傷つけようと思って傷つける人間には当然なってほしくないけど、傷つけるつもりがなくても傷つけてし

まう、そんな人にもなってほしくないと思っています。最近の自分の発言、「ふわふわ」か「ちくちく」

か考えてみてね。 

 

 

 

 

 

 

 

これを書いている先生は、普段はみんなの授業を担当しているわけではありません。 

それでも、授業に入っていったり、廊下に立っていると元気に挨拶をしてくれたり、あたたかい言葉をかけ

てくれてみんなから元気をもらうことがよくあります。優しい言葉がけをありがとう、って思う瞬間が本当に

たくさんあります。そうやって人の心をあたたかくするような「ふわふわ」な79期生であり続けてほしいな

と思っています。 


